
話
が
う
ま
す
ぎ
る
け
ど

半
信
半
疑
で

も
ら
っ
た
カ
プ
セ
ル
を

飲
み
始
め
て
3
日
目

一
週
間
後
に
は

吹
き
出
物
も

治
っ
て

悩
ん
で
い
た

便
秘
や
生
理
痛
も

ど
こ
か
へ

お
ま
け
に
体
重
ま
で
減
っ
て

街
を
歩
く
と

男
性
達
の
視
線
が
集
中
！

毎
日
が

楽
し
く
な
っ
た
わ

仕
事

ば
り
ば
り
の

わ
た
し
に

上
司
も
大
満
足

◎この物語は、著者の調査・経験をもとに描いたもので、必ずしも全員に当てはまるものではありません。

水
素
サ
ン
ゴ

パ
ウ
ダ
ー
で

人
生
変
わ
る
か
も

あ
り
が
と
う
！

水
素
サ
ン
ゴ
パ
ウ
ダ
ー
!

朝
起
き
る
と

体
が
軽
く
て

目
覚
め
も

す
っ
き
り
！

全
身
に
や
る
気
が

満
ち
満
ち
て

仕
事
に
も

力
が
入
る
！

◎この物語は、体験者の調査・経験をもとに描いたもので、必ずしも全員に当てはまるものではありません。



1
0
0
%
水
素
サ
プ
リ
で

体
の
中
か
ら
き
れ
い
に
！

第
1
章

サンゴが砕けて岸に打ち上げられてできた白いサンゴ砂。孔
の多い多孔質だ

サンゴ砂を特殊製法で焼成し、活性水素を大量に含ませた
サンゴ砂

サンゴ砂をナノ技術で粉砕したのが水素サンゴパウダー

水と一緒に飲むことで
活性水素を体内に取り込む

　

美
容
の
大
敵
・
活
性
酸
素
を
退
治
す
る
活

性
水
素
を
実
用
化
し
た
画
期
的
新
製
品
が

「
水
素
サ
ン
ゴパウ
ダ
ー
」で
す
。

　

半
永
久
の
寿
命
を
持
つ
と
い
わ
れ
、生
命
力
の

非
常
に
強
い
サ
ン
ゴ
。そ
の
サ
ン
ゴ
が
波
に
砕
か
れ

て
細
か
く
な
り
、海
岸
に
打
ち
上
げ
ら
れ
た
の
が

「
サ
ン
ゴ
砂
」（
写
真
上
）で
す
。白
色
の
サ
ン
ゴ
砂

は
孔
の
多
い
多
孔
質
と
い
わ
れ
る
構
造
を
持
って

お
り
、吸
着
力
が
非
常
に
強
い
た
め
、活
性
水
素

天
然
の
サ
ン
ゴ
に

水
素
を
吸
着
さ
せ
た

を
大
量
に
含
ま
せ
る
の
に
最
適
な
素
材
で
す
。

　

こ
の
サ
ン
ゴ
砂
を
用
い
て
特
殊
な
製
法
で「
焼

成
」を
行
い
、活
性
水
素
を
大
量
に
含
ま
せ
る
こ

と
に
成
功
し
た
の
が
写
真（
中
）の
サ
ン
ゴ
砂
で

す
。そ
し
て
、ナ
ノ
テ
ク
ノロ
ジ
ー
を
使
って
こ
の
サ
ン

ゴ
砂
を
水
に
溶
け
や
す
い
パウ
ダ
ー
に
加
工
し
た

の
が
、写
真
下
の「
水
素
サ
ン
ゴパウ
ダ
ー
（
正
式

名

：

水
素
焼
成
サ
ン
ゴ
カルシ
ウ
ム
）」な
の
で
す
。

水素サプリの正しい選び方
水素サプリは水素サンゴパウダーの含有率
が75％以上のもの、できれば100％のものをお
選びください。配合率の低いものは効果がう
すく、実感がそれほど期待できません。配合率
が低ければ価格も安いのは当然ですが、それ
ほど効果が期待できないので、やはり配合率
80％以上のものを選ぶことをお勧めします。
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こ
の
水
素
サ
ン
ゴパウ
ダ
ー
を
練
り
込
ん
だ
水

素
石
け
ん
は
前
章
で
紹
介
し
ま
し
た
が
、そ
れ
以

外
で
も
、水
素
サ
ン
ゴパウ
ダ
ー
の「
原
末
」や
、カ

プ
セル
状
に
し
た「
サ
プ
リ
メ
ン
ト
」「
調
理
用
」の

も
の
、「
動
物
用
」の
も
の
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
商

品
が
開
発
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

水
素
サ
ン
ゴパウ
ダ
ー
に
は
大
量
の
活
性
水
素

が
含
ま
れ
て
お
り
、原
末
や
サ
プ
リ
メ
ン
ト
と
し
て

摂
取
し
た
場
合
、活
性
水
素
が
全
身
の
細
胞
に

入
り
込
ん
で
、活
性
酸
素
を
強
力
に
退
治
す
る

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、水
素
サ
ン
ゴパウ
ダ
ー
に
は
人
体
の
生
命

活
動
に
必
要
な
カ
ルシ
ウ
ム
な
ど
の「
必
須
微
量

体
内
で
大
量
の

活
性
水
素
を
発
生
さ
せ
る

ミ
ネ
ラ
ル
」が
バラ
ン
ス
よ
く
含
ま
れ
て
お
り
、こ
れ

ら
の
ミ
ネ
ラ
ル
を
全
身
に
補
給
す
る
こ
と
で
体
の

活
力
を
向
上
し
て
く
れ
ま
す
。

サプリメントとして摂取すると、活性水素が
全身の細胞に入り込んでゆく

　

水
素
と
い
う
言
葉
を
聞
い
た
と
き
、「
あ
あ
、水

素
水
な
ら
前
に
飲
ん
だ
こ
と
が
あ
る
」と
おっ
し
ゃ

る
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。し
か
し
、水
素
水
と

水
素
サ
ン
ゴパウ
ダ
ー
は
ま
っ
た
く
別
物
と
いって

も
よ
い
ほ
ど
内
容
が
違
い
ま
す
。

　

活
性
酸
素
を
還
元
す
る
と
い
う
ふ
れ
こ
み
で

ブ
ー
ム
に
な
っ
た
水
素
水（
電
解
還
元
水
、ア
ル
カ

リ
イ
オ
ン
水
、活
性
水
素
水
な
ど
と
も
呼
ば
れ
ま

す
）で
す
が
、水
素
水
に
含
ま
せ
る
こ
と
が
で
き
る

水
素
の
量
に
は
限
界
が
あ
り
、全
身
の
細
胞
に
行

き
渡
る
に
は
計
算
上
、数
10
リ
ッ
ト
ル
も
の
水
素

水
を
飲
む
必
要
が
あ
る
と
い
う
結
果
が
出
て
い

ま
す
。

　

一
方
、水
素
サ
ン
ゴパウ
ダ
ー
に
は
、そ
の
多
孔

質
構
造
の
中
に
大
量
の
活
性
水
素
が
吸
着
さ
れ

て
い
ま
す
。そ
し
て
、体
内
で
水
と
混
ざ
る
と
大

量
の
活
性
水
素
を
発
生
さ
せ
ま
す
。そ
の
活
性

水
素
が
全
身
の
細
胞
に
行
き
わ
た
り
、長
時
間

に
わ
た
っ
て
還
元
効
果
を
持
続
。活
性
酸
素
を

還
元
す
る
の
で
す
。

水
素
水
と
は

け
た
違
い
の

還
元
力
が
あ
る

カプセル状のもの
も開発されている

全身の細胞に入り込んだ活性水素は、
細胞から活性酸素を強力に除去する

人体に欠かせない
必須微量ミネラル

鉄

亜鉛

マンガン

コバルト

銅

モリブデン

ニッケル

ヨウ素

ケイ素

クロム

セレン

フッ素

第1章 水と一緒に飲むことで
活性水素を体内に取り込む
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最
近
の
女
性
に
肥
満
が
増
え
て
い
る
の
に
は
、

い
く
つ
か
理
由
が
あ
り
ま
す
。食
べ
す
ぎ
は
も
ち
ろ

ん
で
す
が
、交
通
手
段
の
発
達
や
忙
し
さ
な
ど
に

よ
る
慢
性
的
運
動
不
足
、エア
コン
な
ど
の
普
及

で
自
力
で
体
温
を
保
つ
必
要
が
な
く
な
り
、こ
れ

ま
で
体
温
キ
ー
プ
の
た
め
に
使
わ
れ
て
い
た
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
不
要
に
な
っ
た
こ
と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま

す
。し
か
し
、も
う
ひ
と
つ
隠
れ
た
原
因
が
あ
り
ま

す
。そ
れ
が
活
性
酸
素
で
す
。

　

細
胞
の
中
に
は
ミ
ト
コン
ド
リ
ア
と
呼
ば
れ
る

器
官
が
あ
っ
て
、生
命
活
動
の
源
で
あ
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
作
っ
て
い
ま
す
。い
わ
ば
エ
ネ
ル
ギ
ー
製
造

工
場
で
す
。そ
し
て
、こ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
食
事
か
ら

得
ら
れ
た
糖
分
な
ど
の
栄
養
素
を
も
と
に
作
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

も
う
少
し
詳
し
く
説
明
す
る
と
、胃
腸
で
消

化
さ
れ
た
食
物
は
糖
に
分
解
さ
れ
た
あ
と
、血
液

に
乗
って
全
身
の
細
胞
に
送
り
込
ま
れ
ま
す
。そ

し
て
、細
胞
内
の
ミ
ト
コン
ド
リ
ア
に
取
り
込
ま
れ

「
脂
肪
の
蓄
積
」を

打
ち
破
る

作
用
が
あ
る

た
糖
が
一
連
の
化
学
反
応
の
中
で
分
解
さ
れ
る

こ
と
で
、水
素
イ
オ
ン
が
作
ら
れ
ま
す
。こ
の
水
素

イ
オ
ン
か
ら
供
給
さ
れ
る
電
子
が
、ミ
ト
コン
ド
リ

ア
内
で
さ
ら
な
る
化
学
反
応
を
引
き
起
こ
す
こ

と
で
、エ
ネ
ル
ギ
ー
が
生
産
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

　

と
こ
ろ
が
、体
内
の
活
性
酸
素
が
ミコン
ド
リ
ア

を
傷
つ
け
る
と
、ミ
ト
コン
ド
リ
ア
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

作
る
力
が
衰
え
、糖
の
消
費
が
低
下
し
て
し
ま
い

ま
す
。そ
し
て
、エ
ネ
ル
ギ
ー
に
変
換
さ
れ
ず
に
体

内
に
余
っ
た
糖
は
、皮
下
脂
肪
や
内
臓
脂
肪
と
し

て
体
内
に
蓄
積
、そ
の
繰
り
返
し
に
よって
し
だ
い

に
体
重
が
増
え
て
し
ま
う
の
で
す
。

　

と
い
う
こ
と
は
、「
活
性
酸
素
が
細
胞
の
働
き

を
低
下
さ
せ
る
→
余
っ
た
糖
が
脂
肪
と
し
て
蓄

積
」と
い
う
負
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
打
ち
破
る
活
性

水
素
な
ら
、肥
満
を
解
消
す
る
こ
と
が
で
き
る
は

ず
で
す
。

電子を細胞に供給し、エネルギー生産を促進して糖の消費を高め、
体内脂肪を減少させる

　1年ほど前の海外のお仕事で、ス
タッフさんに勧められて水素サンゴパ
ウダーのサプリを飲み始めました。ちょう
どデビューに備えてのダンスレッスンで
疲れがたまったり、筋肉痛に悩んだりし
ていたのですが、レッスン前に水素サ
プリを飲んだことで疲れの回復も早くな
り、筋肉痛もなくなりました。
　最近では体調もよく、よく眠れるので
レッスンにも力が入りますね。
　でも、一番うれしいのはダイエットに
成功したことでしょうか。以前はかなりお
肉がついていたのですが、なかなか減
量できなくて悩んでいました。でも、水素
サプリを飲みはじめてからは、みるみる
体重が減少したんです。ダイエット前と
見違えるようになって、しばらくぶりに会う
人の目がみんな「点」（笑）。おかげで
デビューも決まって、水素サプリにはほ
んと感謝です。これからも続けて、あと３
キロは減らしたいと思っています。

体
内
脂
肪
の

消
費
促
進
で

ダ
イ
エ
ッ
ト
に
成
功
！

平田明海（21歳）タレント

太っていたころの
平田さん

第1章 100%水素サプリには
ダイエット効果がある
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こ
う
し
た
活
性
酸
素
の
害
を
い
か
に
防
ぐ
か

が
、ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
の
鍵
に
な
り
ま
す
。そ
の
た

め
に
は
、過
剰
な
活
性
酸
素
を
発
生
さ
せ
な
い
生

活
環
境
を
作
り
上
げ
る
こ
と
が
大
切
に
な
り
ま

す
。活
性
酸
素
の
発
生
原
因
を
い
か
に
身
の
回
り

か
ら
遠
ざ
け
る
か
が
、ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
の
秘
け
つ

な
の
で
す
。

　

活
性
酸
素
に
よ
る
老
化
を
食
い
止
め
て
く
れ

る
も
の
の
一
つ
が
活
性
水
素
で
す
。老
化
の
最
大

の
原
因
で
あ
る
活
性
酸
素
を
退
治
す
る
活
性

細
胞
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
生
産
や

生
命
活
動
を
活
性
化

水
素
を
日
頃
か
ら
摂
取
す
る
こ
と
で
、活
性
酸

素
の
害
か
ら
細
胞
を
守
り
、老
化
を
食
い
止
め
る

こ
と
が
可
能
に
な
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

活
性
水
素
の
水
素
イ
オ
ン
が
細
胞
に
電
子
を

供
給
す
る
こ
と
で
、細
胞
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
生
産
や

生
命
活
動
を
活
性
化
さ
せ
る
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。そ
の
結
果
、体
の
代
謝
力
や
免
疫
力
が
向

上
し
、若
返
り
や
健
康
維
持
を
助
け
、いつ
ま
で

も
若
々
し
い
体
を
維
持
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る

と
期
待
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

加齢でSODが減ると勢いを得た活性酸素が細胞を傷つけ、
さまざまな病気や障害が

　

ひ
と
言
で
い
え
ば
、老
化
の
最
大
の
原
因
は
活

性
酸
素
で
す
。

　

も
と
も
と
、わ
た
し
た
ち
の
体
内
に
は
活
性
酸

素
を
除
去
す
る
働
き
が
備
わ
って
い
て
、ス
ー
パ
ー

オ
キ
サ
イ
ド・デ
ィ
ス
ム
タ
ー
ゼ（
Ｓ
Ｏ
Ｄ
）や
グ
ル
タ

チ
オ
ン・ペル
オ
キ
シ
ダ
ー
ゼ（
Ｇ
Ｐ
Ｘ
）と
いっ
た
抗

酸
化
酵
素
が
、体
内
で
発
生
す
る
活
性
酸
素
を

退
治
し
て
い
ま
す
。し
か
し
、こ
れ
ら
の
抗
酸
化
酵

素
は
加
齢
と
と
も
に
そ
の
量
を
減
ら
し
て
ゆ
き
、

た
と
え
ば
Ｓ
Ｏ
Ｄ
は
20
代
を
ピ
ー
ク
に
40
代
で
約

半
分
に
減
少
。そ
の
後
も
10
年
に
半
分
の
ペ
ー
ス

で
減
っ
て
し
ま
い
ま
す
。Ｓ
Ｏ
Ｄ
が
減
っ
て
し
ま
う

と
、勢
い
を
得
た
活
性
酸
素
が
細
胞
を
傷
つ
け
、

さ
ま
ざ
ま
な
病
気
や
障
害
を
引
き
起
こ
す
の
で

す
。

　

活
性
酸
素
に
よ
って
細
胞
の
細
胞
膜
が
酸
化

さ
れ
て
有
害
な
過
酸
化
脂
質
に
変
わ
る
と
、細

胞
膜
の
透
過
性
が
落
ち
て
し
ま
い
ま
す
。結
果
、

栄
養
や
老
廃
物
が
細
胞
膜
を
通
過
し
に
く
く

人
類
最
大
の
悩
み

「
老
化
」の

メ
カ
ニ
ズ
ム
と
は
？

な
って
代
謝
が
衰
え
、老
化
が
進
行
し
て
ゆ
く
の

で
す
。

　

さ
ら
に
、活
性
酸
素
に
よ
っ
て
細
胞
が
傷
つ
け

ら
れ
る
と
、細
胞
増
殖
の
ス
ピ
ー
ド
が
衰
え
、若
い

細
胞
の
誕
生
が
減
る
こ
と
も
老
化
を
促
進
し
ま

す
。

水素サプリで
白髪が毛根から黒くなってきた！

50歳男性が半年間、100%水素サプリを飲み続
けた結果、白髪がほとんど目立たなくなりました。
写真は毛根から黒くなってゆく様子

毛根

第1章 細胞をよみがえらせ、
アンチエイジング効果を生む
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　もう10ヵ月くらい飲み続けています。最初
は、水素サンゴパウダーをパウダー状のま

ま水といっしょに飲んでいましたが、いまはカ
プセルを１日3回、計9錠を摂取しています。
　一番の効果は家事で心身ともに疲れ
たときですね。これまで疲れると疲れ目になっ
てしまって辛かったのですが、水素サンゴ
パウダーをとるようになってからは目が疲れ
なくなりました。疲れると出ていた頭痛や首
の張りもすっかりなくなり、毎日お仕事を楽し
く感じています。
　それから、お通じが快調になったことも効
果の一つでしょうか。
　そういえば、最近気づいたのですが、気
になっていた白髪が知らないうちに消えてし
まったんですよ。これもひょっとして水素サン
ゴパウダーのおかげかなと感謝しています。

　去年の夏ぐらいから水素サンゴパウダ
ーを毎日2回摂るようにしています。　
　飲んだ翌日、さっそく「調子がよさそうだ
ね」と言われたのにはびっくりしましたね。

「お化粧の乗りがいいね」「元気そうだね。
なにかいいことあったの？」とか続けざまに言
われました。
　それまでだるかった体が軽くなって、疲れ
がちだったのも解消しました。夜も眠りが深
いので、短時間の睡眠でもＯＫ。仕事がは
かどりますね。
　とくにうれしいのはそれまで体、とくに足が
むくみがちだったのが、水素サンゴパウダ
ーを摂り始めてからは一切むくまなくなった
ことでしょうか。少しでも摂るのを忘れるとむく
みが出てきますから、水素サンゴパウダー
のおかげと分かりますね。
　それから、食べても太りにくくなったことにも
感謝しています。
　最後に、わたしが編み出した裏技をひと

つ。普通の化粧水に水素サンゴパウダー
を混ぜて顔や手に塗っているのですが、す
っと化粧水が肌の中に入ってゆくのを感じ
るんですよ。肌がしっとりすべすべになって、
お化粧の乗りもよくなりました。色も白くなった
のが分かりますし、手の荒れも消えたので、
皆さんもぜひ試してみてください。

「
体
の
む
く
み
が

  

完
全
に
消
え
ま
し
た
」

「
知
ら
ぬ
間
に
白
髪
が

  

消
え
て
し
ま
い
ま
し
た
」岡村悦子さん（60歳）主婦

柴崎美恵子さん（53歳）主婦

　1年前に知り合いに勧められて、はじめ
て水素サンゴパウダーにチャレンジしてみま
した。私の場合、カプセルに入ったサプリで
なく、パウダーを直接スプーンですくって飲
んでいました。
　驚いたのは、その日のうちにお通じがあっ
たことです。それまであまり順調でなかったの
で、びっくりしました。ええ、その後もきちんとあり
ます。当然体調もアップ。海外でのお仕事
でも疲れを感じなくなり、「これはけっこういい
かも！」と、それからずっと愛用しています。

　なかでもうれしいのは食べても太らなくな
ったことかな（笑）。2キロも減量できて、友達
に会うたびに「やせたね」って言われます。
毎日続けることであと３キロはやせたいです
ね。
　それと、もうひとつうれしいのがお肌のトー
ンが明るくなったこと。肌荒れもなくなってお
化粧の乗りもよくなったし…。わたしは仕事
柄、紫外線の強い屋外でお仕事すること
が多いので、コスチューム焼けなどの日焼
けがひどくて元の白さに戻るのにずいぶん
時間がかかっていたんです。でも、水素サ
ンゴパウダーをはじめてから、比較的短時
間で元に戻るようになりました。
　あとは痛みやすかった髪の毛がしなや
かになったり、女性特有の痛みが驚くほど
軽くなったことでしょうか。わたしのようなお仕
事では「お肌は命」。これからも水素サン
ゴパウダーを続けることで、シミやシワの防
止などにも期待しています。

「
日
焼
け
が
改
善
し
、

  

お
肌
の
ト
ー
ン
も
明
る
く
な
っ
た
」

吉浦遥さん（22歳）レースクイーン

第1章 水素サプリ愛用者の
声を集めました
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　「活性水素」は、その強力な抗酸化作用で細胞が活性

酸素で酸化されるのを食い止める効果があります。

　たとえば女性特有の病に対しては、脳細胞を傷つける活

性酸素を退治し、女性ホルモンの分泌バランスを整えること

で、生理不順や不妊を改善してくれます。一方、女性に多い

便秘に対しては、活性酸素の害から腸壁の細胞を守って

腸壁の血流を改善することで、腸の老廃物の排せつが促

進され、自然な通便に導く効果が期待されています。

　また、超微小サイズの活性水素は血液脳関門を簡単に

通過し、認知症や老化の原因となる脳内部のＭＤＡを退

治することで脳梗塞や認知症を防ぐものと考えられます。

　活性酸素を原因とするアレルギーの防止効果も期待さ

れています。活性水素は皮ふ表面の脂質を酸化する活性

酸素を強力な抗酸化作用によって退治。皮ふのバリア機能

を復活することで、アトピー性皮ふ炎の改善効果があるもの

と考えられます。さらに、活性酸素に刺激されてアレルギー反

応を引き起こすヒスタミンなどの放出を抑え、アレルギー性鼻

炎やアレルギー性ぜんそくを防ぐ効果も考えられるでしょう。　

　また、活性水素は活性酸素を除去することで、リウマチな

どの自己免疫疾患の原因となる細胞内タンパク質（ＡＳＫＩ）

の活性化を抑制。炎症性のタンパク質であるサイトカインの

産生を抑えることで、自己免疫疾患も改善してくれます。

　水素サンゴパウダーにはこうした作用を持つ活性水素が

大量に含まれており、活性酸素の害から細胞を守ることで、さ

まざまな病気を予防する効果があると考えられているのです。

水
素
と
健
康
を

考
え
る

第
2
章

水
素
サ
ン
ゴ
パ
ウ
ダ
ー
で

病
気
知
ら
ず
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女
性
に
特
有
の
病
も
活
性
酸
素
が
犯
人
だ
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。繊
細
な
女
性
の
体
は
男
性
以

上
に
活
性
酸
素
の
害
を
受
け
や
す
い
の
で
す
。

　

も
と
も
と
、エス
ト
ロ
ゲ
ン
な
ど
の
女
性
ホルモ
ン

　

活
性
酸
素
は
わ
た
し
た
ち
の
体
の
さ
ま
ざ
ま

な
組
織
に
異
常
を
引
き
起
こ
し
、健
康
に
深
刻

な
被
害
を
及
ぼ
し
ま
す
。病
気
の
約
90
％
は
活

性
酸
素
が
原
因
と
さ
え
い
わ
れ
て
い
る
の
で
す
。

　

活
性
酸
素
は
そ
の
強
力
な
酸
化
力
で
細
胞

を
傷
つ
け
る
こ
と
で
、細
胞
の
免
疫
力
を
衰
え
さ

せ
ま
す
。そ
の
結
果
、肺
炎
や
感
染
症
な
ど
の
病

気
に
か
か
り
や
す
く
な
っ
た
り
、細
胞
機
能
が
衰

え
て
生
活
習
慣
病
を
引
き
起
こ
し
て
し
ま
い
ま

す
。た
と
え
ば
活
性
酸
素
が
胃
の
細
胞
を
傷
つ
け

る
と
、胃
炎
や
胃
潰
瘍
を
発
症
し
ま
す
。す
い
臓

や
肝
臓
の
細
胞
を
傷
つ
け
た
場
合
は
、糖
尿
病

や
肝
臓
病
に
な
り
ま
す
。さ
ら
に
、血
管
壁
の
細

胞
を
劣
化
さ
せ
る
と
高
血
圧
や
動
脈
硬
化
に
な

り
、悪
化
す
る
と
脳
梗
塞
や
心
筋
梗
塞
な
ど
を

引
き
起
こ
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　

最
近
急
増
中
の
ア
レル
ギ
ー
性
疾
患
も
活
性

酸
素
が
原
因
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。た
と
え
ば
ア
ト

ピ
ー
性
皮
ふ
炎
は
、活
性
酸
素
が
皮
膚
を
保
護

す
る
角
質
層
の
脂
膜
を
酸
化
し
す
る
こ
と
で
、

は
活
性
酸
素
を
除
去
す
る
抗
酸
化
作
用
を
持
っ

て
お
り
、若
い
う
ち
は
活
性
酸
素
を
さ
か
ん
に
退

治
し
て
く
れ
ま
す
が
、加
齢
と
と
も
に
そ
の
分
泌

量
は
低
下
し
て
し
ま
い
ま
す
。す
る
と
、十
分
に

除
去
で
き
な
く
な
っ
た
活
性
酸
素
が
脳
の
細
胞

を
傷
つ
け
、脳
の
ホルモ
ン
分
泌
機
能
を
低
下
さ
せ

て
し
ま
い
ま
す
。こ
の
結
果
、女
性
ホルモ
ン
分
泌
の

バラ
ンス
が
崩
れ
て
、生
理
不
順
、不
妊
、更
年
期

障
害
な
ど
の
婦
人
病
を
引
き
起
こ
す
の
で
す
。

　

便
秘
も
活
性
酸
素
が
大
き
く
影
響
し
て
い
ま

す
。活
性
酸
素
に
よって
腸
壁
の
細
胞
が
酸
化
さ

れ
て
劣
化
す
る
と
、細
胞
の
機
能
が
低
下
す
る

こ
と
で
腸
の
血
流
が
悪
化
し
て
腸
の
機
能
が
低

下
。老
廃
物
の
排
せ
つ
が
と
ど
こ
おって
、便
秘
を

引
き
起
こ
し
て
し
ま
う
の
で
す
。

す
い
臓
に
電
子
を
提
供
し
、

糖
尿
病
の
発
症
を
抑
え
る

女
性
特
有
の
病
も

活
性
酸
素
が
関
係
し
て
い
る

皮
ふ
の
バリ
ア
機
能
が
低
下
。皮
ふ
表
面
が
ダ
ニや

粉
塵
な
ど
の
刺
激
に
過
剰
反
応
す
る
こ
と
で
引

き
起
こ
さ
れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
、活
性
酸
素
が
細
胞
内
の
酵
素
を
活

性
化
し
て
ヒス
タ
ミ
ン
な
ど
の
刺
激
物
質
を
放
出

さ
せ
る
と
、そ
の
刺
激
に
よって
鼻
や
喉
の
粘
膜
が

ば
い
じ
ん
、花
粉
、ダ
ニ
な
ど
の
抗
原
に
敏
感
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。結
果
、ア
レル
ギ
ー
性
鼻
炎（
花

粉
症
）や
ア
レル
ギ
ー
性
ぜ
ん
そ
く
な
ど
が
引
き
起

こ
さ
れ
る
の
で
す
。

　

ま
た
、自
己
免
疫
疾
患
の
一
種
で
あ
る
リ
ウ
マ

チ
は
、細
胞
内
の
タ
ンパク
質（
Ａ
Ｓ
Ｋ
Ｉ
）を
活
性

酸
素
が
活
性
化
。こ
れ
に
よ
って
炎
症
性
の
タ
ンパ

ク
質
で
あ
る
サ
イ
ト
カ
イ
ン
の
産
生
が
促
進
さ
れ

る
こ
と
で
発
生
す
る
こ
と
が
近
年
明
ら
か
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

活
性
酸
素
は
老
化
に
と
も
な
う
さ
ま
ざ
ま
な

病
気
の
原
因
に
も
な
って
い
ま
す
。脳
細
胞
で
生

成
さ
れ
る
マロン
ジ
ア
ルデ
ヒ
ド（
Ｍ
Ｄ
Ａ
）と
い
う
有

害
な
活
性
酸
素
は
、脳
の
神
経
細
胞
の
脂
質
を

病気の元凶である活性酸素を還元することで、
さまざまな婦人病を治してくれる

皮ふを保護する脂膜が酸化されてバリア機能が低下。
抗原に過剰反応してアレルギーに

第2章 病気の90％は活性酸素が原因
といわれている

酸
化
し
て
劣
化
さ
せ
る
こ
と
で
、記
憶
力
を
低
下

さ
せ
、認
知
症
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

　

高
齢
者
に
多
く
見
ら
れ
る
白
内
障
の
発
症
に

も
、活
性
酸
素
が
関
わ
っ
て
い
ま
す
。紫
外
線
が

目
の
水
晶
体
に
当
た
って
発
生
し
た
活
性
酸
素

が
、水
晶
体
を
形
成
す
る
タ
ン
パク
を
酸
化
し
て

変
性
。白
内
障
を
引
き
起
こ
す
の
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
活
性
酸
素
は
体
の
さ
ま
ざ
ま
な

組
織
の
細
胞
を
傷
つ
け
る
こ
と
で
、あ
ら
ゆ
る
病

気
の
原
因
と
な
って
い
る
の
で
す
。
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い
ま
や
国
民
病
と
い
わ
れ
る
糖
尿
病
も
、活
性

酸
素
が
原
因
で
引
き
起
こ
さ
れ
る
生
活
習
慣
病

の
ひ
と
つ
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

食
事
か
ら
摂
取
さ
れ
た
糖
は
血
液
に
乗
っ
て

細
胞
に
運
ば
れ
、そ
こ
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
変
換
さ
れ

ま
す
が
、一
部
の
糖
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
に
使
わ
れ

　

動
脈
硬
化
な
ど
の
血
管
系
の
生
活
習
慣
病

も
、そ
の
ほ
と
ん
ど
は
活
性
酸
素
が
原
因
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

血
管
壁
細
胞
の
細
胞
膜
の
主
成
分
で
あ
る

脂
質
や
コレス
テ
ロ
ー
ル
は
活
性
酸
素
に
酸
化
さ

れ
る
と
、有
害
な
過
酸
化
脂
質
や
酸
化
コレス
テ

ロ
ー
ルに
変
わって
し
ま
い
ま
す
。そ
の
結
果
、血
管

壁
の
弾
力
性
が
低
下
し
た
り
厚
く
な
っ
た
り
し

て
、血
流
が
悪
化
し
て
し
ま
う
の
で
す
。い
わ
ゆ
る

「
動
脈
硬
化
」の
状
態
で
、悪
化
す
る
と
さ
ら
に

重
と
く
な
脳
梗
塞
や
心
筋
梗
塞
な
ど
を
引
き

起
こ
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　

活
性
水
素
は
こ
う
し
た
ケ
ー
ス
で
も
力
を
発

揮
す
る
も
の
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。そ
の
強
力

な
抗
酸
化
作
用
で
血
液
中
の
活
性
酸
素
を
除

去
す
る
こ
と
で
、血
管
壁
細
胞
の
細
胞
膜
成
分

が
酸
化
さ
れ
る
の
を
防
止
し
ま
す
。つ
ま
り
血
管

の
柔
ら
か
さ
を
取
り
戻
し
、動
脈
硬
化
を
改
善

す
る
こ
と
で
、血
流
を
促
進
し
、脳
梗
塞
や
静
脈

瘤
、高
血
圧
な
ど
の
生
活
習
慣
病
を
防
い
で
く

れ
る
効
果
が
期
待
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

ず
に
血
液
の
中
で
余
って
し
ま
い
ま
す
。す
る
と
、

す
い
臓
か
ら
分
泌
さ
れ
た
イ
ン
ス
リ
ン
が
糖
を
脂

肪
に
変
え
、エ
ネ
ル
ギ
ー
材
料
と
し
て
体
内
に
蓄

積
す
る
の
で
す
。

　

体
内
に
発
生
し
た
活
性
酸
素
に
よ
って
細
胞

が
傷
つ
け
ら
れ
る
と
、細
胞
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
生
産
が

血
管
壁
が
酸
化
さ
れ
る
の
を

防
ぐ
作
用
が

す
い
臓
に
電
子
を
供
給
し

糖
尿
病
の
発
症
を
お
さ
え
る

活性水素はインスリンの分泌を促し、
糖の分解を進めることで高血糖を改善させる

低
下
し
て
、エ
ネ
ル
ギ
ー
の
原
料
で
あ
る
糖
が
血

液
中
に
過
剰
に
な
って
し
ま
い
ま
す
。こ
こ
で
本
来

な
ら
す
い
臓
か
ら
イ
ンス
リ
ン
が
分
泌
さ
れ
、糖
を

脂
肪
に
変
え
て
体
内
に
蓄
積
す
る
手
は
ず
に
な
っ

て
い
ま
す
。と
こ
ろ
が
、す
い
臓
ま
で
も
が
活
性
酸

素
に
攻
撃
さ
れ
て
し
ま
う
と
、す
い
臓
の
イ
ンス
リ

ン
の
分
泌
機
能
が
低
下
し
て
し
ま
い
ま
す
。そ
の

結
果
、血
液
中
に
余
っ
た
糖
を
脂
肪
に
変
え
る
こ

と
が
で
き
な
く
な
り
、余
っ
た
糖
が
血
液
中
に
あ
ふ

れ
る
こ
と
で
、糖
尿
病
が
引
き
起
こ
さ
れ
る
の
で

す
。

　

こ
う
し
た
糖
尿
病
の
負
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
改
善

し
て
く
れ
る
の
が
活
性
水
素
で
す
。活
性
水
素

の
水
素
イ
オ
ン
は
、細
胞
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
生
産
に
必

要
な
電
子
を
細
胞
に
供
給
す
る
こ
と
で
細
胞
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
生
産
を
高
め
、糖
の
消
費
を
促
進
す

る
作
用
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。さ
ら
に
、

す
い
臓
を
活
性
酸
素
か
ら
守
っ
て
イ
ン
ス
リ
ン
の

分
泌
を
促
進
す
る
こ
と
で
、血
液
中
に
余
っ
た
糖

の
分
解
を
進
め
る
と
期
待
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

動脈硬化を患っている血管。血管壁が膨らんで血管が細くなっているのが分かる

第2章 生活習慣病対策にも
期待されている
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活
性
酸
素
が
引
き
起
こ
す
病
気
の
な
か
で
も

っ
と
も
深
刻
な
の
が
日
本
人
の
3
大
死
因
の
ひ
と

つ
が
ん
で
す
。

　

2
0
0
9
年
7
月
の
こ
と
で
し
た
。

　

い
つ
も
の
よ
う
に
ト
イ
レ
を
済
ま
せ
た
わ
た
し

は
、ふ
と
便
器
に
目
を
や
って「
は
っ
」と
凍
り
つ
き

ま
し
た
。便
器
が
赤
く
染
ま
って
い
た
の
で
す
。血

尿
で
し
た
。驚
い
て
か
か
り
つ
け
の
お
医
者
さ
ま
にエ

コ
ー
検
査
で
調
べ
て
も
ら
う
と
、膀
胱
に
腫
瘍
が

見
つ
か
り
ま
し
た
。大
学
病
院
で
精
密
検
査
を

受
け
た
結
果
、が
ん
と
判
明
。目
の
前
が
真
っ
暗
に

な
り
ま
し
た
。

　

手
術
を
受
け
た
の
は
そ
れ
か
ら
す
ぐ
の
７
月

末
の
こ
と
で
し
た
。し
か
し
、「
な
ん
と
か
治
って
ほ

し
い
」と
い
う
祈
り
も
虚
し
く
、12
月
に
は
再
発
。

再
手
術
を
受
け
ま
し
た
。そ
の
後
も
手
術
と
再

発
を
繰
り
返
し
、翌
年
の
２
月
、７
月
と
計
4
回

の
手
術
を
受
け
る
は
め
に
な
り
ま
し
た
。

　
「
も
う
駄
目
か
な
…
」

　

あ
き
ら
め
か
け
て
い
た
矢
先
の
こ
と
で
し
た
。心

配
し
た
娘
が
1
0
0
%
水
素
サ
ン
ゴパウ
ダ
ー
勧

め
て
く
れ
た
の
で
す
。「
少
し
で
も
よ
く
な
れ
ば
」

…
半
信
半
疑
で
６
月
頃
か
ら
1
日
1
回
の
摂
取

を
開
始
。そ
の
後
1
日
2
回
に
回
数
を
増
や
し

　

タ
バコは
体
内
を
虚
血
状
態
に
し
て
活
性
酸
素

を
発
生
さ
せ
ま
す
が
、こ
う
し
て
発
生
し
た
活
性

酸
素
は
細
胞
の
遺
伝
情
報
を
伝
え
る
Ｄ
Ｎ
Ａ
を

傷
つ
け
、が
ん
を
引
き
起
こ
す
要
因
と
な
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、紫
外
線
、電
磁
波
、排
気
ガ
ス
、化
学

物
質
な
ど
の
刺
激
も
体
内
に
活
性
酸
素
を
発

生
さ
せ
る
こ
と
で
、Ｄ
Ｎ
Ａ
を
傷
つ
け
て
、が
ん
を
引

き
起
こ
す
要
因
に
な
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

最
近
問
題
に
な
って
い
る
放
射
能
に
よ
る
害
に

も
、活
性
酸
素
は
深
く
関
わ
り
あ
って
い
ま
す
。放

射
線
の
実
態
は
超
高
速
で
飛
ぶ
陽
子
や
中
性

子
で
す
が
、こ
れ
ら
の
粒
子
が
超
高
速
で
体
内
の

細
胞
に
ぶ
つ
か
る
際
に
発
生
す
る
活
性
酸
素
が
、

Ｄ
Ｎ
Ａ
を
傷
つ
け
、が
ん
を
引
き
起
こ
す
こ
と
が
恐

れ
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

　

こ
う
し
て
発
生
し
た
活
性
酸
素
を
、わ
た
し
た

ち
の
体
は
Ｓ
Ｏ
Ｄ
な
ど
の
抗
酸
化
酵
素
を
使
って

除
去
し
て
い
ま
す
。と
こ
ろ
が
加
齢
な
ど
に
よ
って

Ｓ
Ｏ
Ｄ
を
作
る
力
が
弱
ま
る
と
、体
内
で
発
生
す

る
活
性
酸
素
を
除
去
で
き
な
く
な
って
し
ま
い
ま

す
。す
る
と
、敵
が
な
く
な
っ
た
活
性
酸
素
は
勢
い

に
乗
って
細
胞
の
遺
伝
情
報
を
伝
え
る
Ｄ
Ｎ
Ａ
を

傷
つ
け
始
め
ま
す
。

ま
し
た
。

　

そ
し
て
、不
安
いっぱ
い
の
師
走
の
半
ば
の
内
視

鏡
検
査
。ち
ら
り
と
モ
ニ
タ
ー
を
見
た
わ
た
し
の

目
に
飛
び
込
ん
で
き
た
の
は
ま
っ
白
な
映
像
で
し

た
。「
あ
あ
、も
う
駄
目
…
」絶
望
す
る
わ
た
し
に

先
生
の
か
け
て
く
れ
た
ひ
と
言
は
…
「
今
回
は

き
れ
い
で
す
ね
。今
年
は
よ
い
お
正
月
が
迎
え
ら

れ
ま
す
よ
」

　

ま
っ
暗
だ
っ
た
闇
が
突
然
晴
れ
る
思
い
で
、涙
が

止
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。手
術
後
の
投
薬
は
直
後

に
殺
菌
薬
を
3
日
飲
ん
だ
だ
け
で
し
た
か
ら
、ど

う
考
え
て
も
水
素
サ
ン
ゴパウ
ダ
ー
の
お
か
げ
で
が

ん
が
再
発
し
な
かっ
た
の
だ
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

ち
な
み
に
、わ
た
し
は
糖
尿
病
も
患
って
い
ま
す

が
、こ
の
検
査
の
直
後
に
別
の
病
院
で
検
査
を
受

け
た
と
こ
ろ
、驚
く
ほ
ど
血
糖
値
が
改
善
。「
今

年
は
よ
い
お
正
月
が
で
き
ま
す
ね
」と
同
じ
こ
と

を
言
わ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た（
笑
）。

　

近
頃
は
体
調
も
よ
い
で
す
し
、食
欲
も
旺
盛
。

命
の
恩
人
水
素
サ
ン
ゴパウ
ダ
ー
を
生
涯
手
放
さ

な
いつ
も
り
で
す
。

活性酸素に傷つけられたＤＮＡの指令で細胞に
突然異変が起こり、ガン細胞が発生する

「水素サンゴパウダーで
がんの進行が…」

「水素サンゴパウダーは命の恩人です」という

川田キヨ子さん（仮名、72歳主婦）

体験者の証言

　

一
方
、私
た
ち
の
体
の
中
に
は「
Ｄ
Ｎ
Ａ
修
復

遺
伝
子
」と
い
う
遺
伝
子
が
あ
り
、傷
つい
た
Ｄ
Ｎ

Ａ
を
修
復
し
、が
ん
細
胞
の
発
生
を
抑
え
て
い
ま

す
。と
こ
ろ
が
、活
性
酸
素
が
こ
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
修
復

遺
伝
子
を
傷
つ
け
続
け
る
と
、Ｄ
Ｎ
Ａ
を
修
復
す

る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
、細
胞
に
突
然
異
変
が

起
こって
無
限
に
増
殖
す
る
が
ん
細
胞
を
発
生
さ

せ
て
し
ま
う
の
で
す
。

　

し
か
し
、ま
だ
体
に
は
が
ん
細
胞
と
戦
う
防
御

機
能
が
備
わ
っ
て
い
ま
す
。白
血
球
を
は
じ
め
と

す
る
免
疫
シ
ス
テ
ム
が
細
胞
内
を
常
に
見
張
って

い
て
、が
ん
細
胞
が
出
現
す
る
や
い
な
や
退
治
し
て

し
ま
う
の
で
す
。と
こ
ろ
が
、こ
こ
で
も
活
性
酸
素

が
悪
さ
を
し
ま
す
。細
胞
を
傷
つ
け
て
免
疫
シ
ス
テ

ム
の
働
き
を
低
下
さ
せ
る
こ
と
で
、が
ん
細
胞
の

異
常
増
殖
を
許
し
て
し
ま
う
の
で
す
。

　

活
性
水
素
は
体
内
の
活
性
酸
素
を
退
治
し

て
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
損
傷
か
ら
守
る
こ
と
で
、こ
う
し
た
が

ん
細
胞
の
発
生
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
抑
制
す
る
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。さ
ら
に
、細
胞
を
活
性
酸
素
か

ら
守
る
こ
と
で
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
修
復
力
や
免
疫
力
を

改
善
し
、が
ん
の
増
殖
を
抑
制
す
る
効
果
も
期

待
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

第2章 活性酸素は
がんを誘発する
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